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Abstract:　 Facing the rapid increase in the losses inflicted by the piracy off the coast of Somalia, U.N. Security
Council adopted several resolutions in 2008, which called upon member states to take part in the fight against piracy
by deploying naval ships to the region and allowed them to take necessary measures within the territorial waters of
Somalia. Japan, for its part, dispatched Marin Self-Defense Force ships by announcing the Maritime Security
Operations into effect in March 2009 and then enacted the Anti-Piracy Measures Law, embarking on the convoy
escort of the vessels passing through the region. The first intention of the following article is to make clear the
national and international framework and its limitations concerning the anti-piracy measures taken against Somali
pirates, so as to clarify the points of argument about the problem. The article then considers the legal problems
regarding the anti-piracy measures, pointing to the limitations of the U.N. Convention on the Law of the Sea, which
has dichotomized the world seas into the territorial waters and the high seas and has held to the flag-ship principle in
policing the maritime crimes. Finally the article discusses the remaining challenges that the international community
should address, not by permanently resorting to emergency measures such as Security Council resolutions, but by
creating a new framework, which enables for example the international collective police operations on the high seas.
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主義（同条約 6条 1項 a）、属地主義（領海内での犯罪 同 b）
及び属人主義（自国民による犯罪 同 c） に基づく裁判権の設
定を義務付ける（義務的管轄）とともに、犯罪が自国内に
居住する無国籍者によって行われた場合（同条 2項 a）、自
































































































憲章第 42 条）をとることが含まれている。国連決議 1816
号は、まさしく「ソマリア領海内と沿岸沖の公海上におけ
る海賊行為が、国際平和と安全に対する脅威を構成し続け
ている同国の情勢を悪化させている」(the incidents of piracy
and armed robbery against vessels in the territorial waters of
Somalia and the high seas off the coast of Somalia exacerbate the
situation in Somalia which continues to constitute a threat against
international peace and security)（同決議前文）と認定するこ








































































































































































































































































































































役（同法 3条）、⑤と⑥については 5年以下の懲役（同法 3


















的とされている。具体的には先に記した「第 3 条第 3 項の















































































































































































33（2009）， 7-15 頁 ; 山崎正晴『ソマリアの海で日本は沈没す
る』（2009）KKベストセラーズ，28-79頁 等を参照。
2）外務省「海賊問題の現状と日本の取り組み」（2010. 6），http://
www.mofa.go.jp/ mofaj/gaiko/pirate/（本論においてWeb Site より
の引用がある場合、最終アクセス日はすべて 2010 年 10 月 31
日である）。
3）飯島滋明「海賊対処と日本国憲法」，『名古屋学院大学論集 社会




4）http://www.illegal-fishing.info "Somalia: Fishermen appeal for help

















取締り」， 国際法学会編 『海（日本と国際法の 100年 第 3巻）』，
三省堂（1991） 所収，136-149頁。
8） CODE OF PRACTICE FOR THE INVESTIGATION OF CRIMES




















15）山本『海洋法』， 233-234頁 ; 森川「前掲論文」（注 12），299頁。
我が国は、1988年に SUA条約を批准した際、同条約 6条 2項
に基づく任意裁判管轄権の設定を行わなかったが、このことが
後に TAJIMA号事件に際して問題化することになる（注 41 ）。
16）村上「前掲論文」（注 7），154頁 ; 酒井「アキレ・ラウロ号事件










で」， 『立命館法学』326， 2009年， 341頁 ; 田中祐美子「テロリ
ズムの国際規制における海洋の役割と機能－9.11事件による対
テロ政策の変化と海上規制－」， 栗林忠男・秋山昌廣編『海の国
際秩序と海洋政策』2006年 東信堂， 146頁）。同議定書は 2010
年 7月にようやく発効したが、自国船に対する管轄権行使の拡
大が警戒され、批准国は発効要件を最低限満たす 12 カ国にと
どまっている。日本は 2010年 8月 31日現在、同議定書を批准






（2009年 4月 15日　第 171回国会衆議院海賊対処特別委員会議
録第 3号 ; 同年 6月 2日 第 171回国会参議院外交防衛委員会会
議録 15号）。
20）最も代表的なものとして、決議 1368号、1373号（2001年 : テ
ロ行為の非難と抑止）と決議 1540号（2004年：大量破壊兵器
の非拡散）等が挙げられる。







































及ぶ」との答弁を行っている（2008年 10 月 17日 第 170回国
会衆議院 国際テロリズムの防止及び我が国の協力支援活動並
びにイラク人道復興支援活動等に関する特別委員会議事録 3号


































32）読売新聞 2009年 8月 17日夕刊




























ポールが参加している （上野，「前掲論文」注 1，19-20頁 ; 森


















46）Jamess Kraska/Brian Wilson,“Combating pirates of the Gulf of Aden:
The Djibouti Code and the Somali Coast Guard”, Ocean and Coastal












うことを認めた。我が国は 2009年 3月に海上警備行動に基づいて自衛艦を派遣し、同年 6月には海賊対
処法を制定してソマリア沖を通過する船舶の護衛活動を行っている。本論の第一の目的は、ソマリア沖海
賊問題対処に際しての国際的・国内的な枠組みとその限界について客観的な指摘を行うことにより、海賊
対処をめぐる議論の論点を明確にすることにある。その上で本論は、ソマリア沖海賊対処をめぐる法的問
題点について考察を加え、世界の海を公海と領海を二分し、船舶取締りに際して旗国主義を貫いている近
代海洋法秩序の限界を指摘した。こうした議論をふまえて本論は、安保理決議を通じた緊急措置の積み重
ねによらず、公海上における集団的な警察活動等を可能にする国際的枠組み作りに国際社会が取り組むべ
きことを論じている。
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